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（株）近畿総合装飾  
代表取締役 長渡 和久
2018年も弊社をご贔屓いただき、ありがとうござい
ました。
本年は地震、台風、そして万博開催決定と、良い意味
でも悪い意味でも、関西や大阪が注目される一年と
なりました。私自身も、グループ会社が東京に支店を
出したこともあり、出張が増え、弊社や関西の建築
業界を客観視することが多くなった年となりました。
恥ずかしい話ですが、今年は弊社に夢を抱いて
入社してきてくれた３名の若者のうち、２名が退職
するという残念な出来事がありました。辞める前に
２人とは面談を行い、彼らは退職後も連絡は入れて
くれているのですが、彼らのような若者が辞めずに
続けてもらえるようになるためには、私達が内装業・
建設業の在り方、そしてグループ会社も含めた弊社
自体を変えていかないといけないのだと実感すること
になりました。2019年は年号も新しくなります。弊社も
そうした変わっていく環境に取り残されないように、
生まれ変わる年となりたいと思います。これからも
どうぞよろしくお願い申し上げます。

営業部部長 長田　悟
今年は自然災害も多くあり、皆さまもいろいろな
面でご多忙な状況であると思いますが、本年も
皆さまのご愛顧をいただけましたこと、心から
御礼申し上げます。
今年の近畿総合装飾を振り返りますと、職人の
人員不足や、業務時間の短縮等、多くの課題を
与えられた一年となりました。
昨年から取組みをいたしております若手社員
職人の育成では、まだまだ当社の力不足もあり、
皆さまに実際に貢献出来るまでには届いて
おりませんが、みんなで少しずつでも歩を前に
進めて行きたいと考えております。
その様な状況ですが、当社の社訓にあります
「困難に勝つ気力なくして自己の向上なし」の
精神で、社員一同日々取組んでいき、来年も
今年よりお客さまの役に立つ内装業者を目指
して邁進してまいりますので、今後ともよろしく
お願い申し上げます。

大型内装工事 内藤　剛
平成30年もみなさまには大変お世話になり、
本当にありがとうございました。
昨年度、当社は創業50年を迎え、新しい一歩と
なる51年目を無事終えることができました。
これもひとえにみなさまのお力添えによるものと
深く感謝いたしております。
さて、私は本年より自己改善・業務改善のために
月に一度3泊4日の研修に参加させていただ
いております。研修では親祖先の徳を継承し
未来へ流れをつないでいくことや、業務上の
問題点、人材育成をより良く行うためのシステム
作り等を勉強させていただいております。ここ
での学びを会社全体に浸透させ、時代とともに
より良く変化していける企業へ成長していきたい
と考えております。近畿総合装飾と言う名に
恥じぬよう、近畿一番の内装屋を目指し、社員
一丸となって取り組んでまいります！
来年度もどうぞよろしくお願いいたします。
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姫廻 直幸

来年も精進
いたします！

弊社では年に２回、『厚生
の日』と呼ばれる行事を
行っております。以前までは
一泊旅行などを行っていた
のですが、女性社員が増えたこと、皆が観光に
興味を持たなくなってきたこと、そして参加
者の気持ちの負担も考えて、近年は近場の
日帰り旅行に切り替えております。今年は春に
神戸方面でBBQやビアパーク等を、秋には
滋賀方面で忍者村と近江牛&松茸の食べ
放題等を堪能しました！
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http://www.kinsou.jp ▶

株式会社近畿総合装飾の
ホームページはこちらから

スマホ・タブレットにも
対応しています！

http://www.compass-co.com ▶

グループ会社 株式会社コンパスの
ホームページはこちらから

スマホ・タブレットにも
対応しています！

三木　歩

毎日学ばせて
いただきます。 日々驚きの

連続です！
玉﨑 裕也

何でも
ご相談ください！

クロスで
体鍛えてます。

北川 智弘

今年も有難う
ございました。
今井 輝久男

本年もお世話になり、
ありがとうございました。

2018年  
キンソウニュース

厚生の日

今年も、児童養護施設の子供達を会社に招いて職場体験をしていただいたり、営業
社員で穴が空いた施設の壁の補修を行ったり、壁紙や床材のサンプルを用いた模型
作成教室を行ったり、建築他業種の皆さんと子供達に職人さんの仕事を体験して
もらう「夢の家・お仕事体験フェスティバル」に参加したりと、子供達に私達の業界を
知ってもらうための活動を行いました。昨今、職方の不足が大きな問題となっており
ますが、子供達が私達の仕事を見ると、とても興味を持ってくれます。そうしたワクワク
感を、どうすれば実際の仕事に反映できるのか…私達、そして建築業界全体の課題
だと考えております。

子供達に業界を知ってもらう

近装には30年以上もの間、
職方が組織する協力会があり、
毎年弊社の従業員も参加した
中で、総会や忘年会、親睦旅行
などを行っていました。ところが、『厚生の日』と同様、近年そうした
会合に主体的に参加される方が減ってきていました。
そこで協力会の役員と相談し、今年から会のスタンスも一変することと
なりました。まず第一回目として、総会をBBQ会場で行い、重要事項の
会議の後は、皆で青空の下お酒を飲みながら、課題などを語り合い
ました。（堅苦しい雰囲気が一掃されたようです。笑）
次回は『厚生の日』のような日帰り小旅行を行う予定となっております。

楠本 紀幸

今年も有難う
ございました。 多田  裕二
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